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研究速報 腹腔鏡下手術時の気腹圧による門脈血流量の減少

印牧 武 人  永 井

松本 純 夫尊 船 曳

目的 !腹腔鏡下手術では視野確保のために C02に

よる気腹を行 う。そのため術中,腹 腔内諸臓器は気腹

圧の影響を受ける。 こ の圧の全身循環動態におよぼす

影響についての報告は認めるが,門 脈血流量におよば

す影響についての報告は少なく,臨 床例での報告は認

めない。われわれは,パ ルス ドプラ法により無侵妻に

気腹下での門脈血流量を測定した。

対象 !本人および家族の承諾を得た腹腔鏡下胆裏摘

出術 (LC)16例 (平均年齢53.1歳,男 女比 1:22)を

対象とした。

方法 t測定機器は東芝 メディカル超音波診断装置

(SSH‐140A)お よび経食道プローブ (PEF‐51lSA 5

MHz)を 使用した.プ ローブは階部の トラカールより

腹腔内に挿入し,腹 腔鏡の観察下にプローブ先端を肝

左葉内側区域表面に置き,気腹圧 0,5,10,15mmHg

における門脈左枝酒静脈部の流速を測定し,時 間平均

流速 VM(m/sec)を 求めた。さらに測定部門脈の断面

積 A(mm2)を 求め,以 下の数式により血流量 Q(L/

min)を 算出した。

Q(L/min)=VMXA× 60■103

各気腹圧での測定値は平均を求め,patred t,testに

て比較 した。

結果 1気腹圧 0, 5,10,15mmHgで の門脈血流量

を Fig.1に 示 した.す なわち,気 腹圧が 5,10,15

mmHgと 上昇す るのに対 し,門 脈血流量は669%,

36.1%,24,3%と 減少した。

考察 !パルス ドプラ法は超音波 ドプラ装置による血

流計測法のひとつで,無 侵襲に,か つ リアルタイムに

特定部位の血流の方向,流 速および時間的変化を測定

することが可能である。われわれは経食道プローブを

使用することにより,気 腹中の腹腔内での血流測定を
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Fig.l Decrease of portal blood fiow due to

pneumoperitoneum.  Data  are  expressed  as

meantt SD
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行った。Caldwellら1)はイヌを用いた腹腔内圧 (IAP)

上昇モデルにおいて,放射性同位元素によりIAP上 昇

時の臓器血流量を測定し,扇」腎を除いたすべての臓器

血流量の低下を報告した.今 回の結果でも門脈血流量

は気腹圧 の上昇 とともに減 少 してゆ き,気 腹圧5

mmHgで は気腹前値 に対 し66.9%,10mmHgで は

361%,15mmHgで は24.3%と著明な減少を認めた。

気腹圧12mmHg以 下では循環動態にはほとんど影響

を与えないのとの報告があるが,わ れわれの成績から

は門脈血流量に与える影響は著しく,術 中の問脈血流

量の温存のためには可能な限 りの低圧での手術が望ま

れると考えた。
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